
（現地調査・構造概要）

（新築の場合は構造概要を示す）

一

般 □ ■ □ その他 （ ）

事 ■ なし □ あり （内容 ）

項 □ なし ■ あり （内容 ）

1階 3.86 m、 2階 2.08 m、 3階 m、 地下 3.80 m

■ なし □ あり □

基 ■ なし □ あり

礎

・ □ □

地 ■ ]）

盤 □

■

□ なし ■ あり （内容 ）

□ なし ■ あり （内容 ）

□ なし ■ あり （内容 ）

柱 梁 土台

柱 115 mm　× 115 mm ～ 450 mm　× 450 mm

・ 120 mm　× 120 mm ～ 360 mm　× 360 mm 180～360φ

梁 ■ 短ほぞ ■ 長ほぞ □ 肘木 □ 斗栱 （参考 ）

■ 短ほぞ ■ 長ほぞ ■ 貫 （参考 ）

■ なし □ 軽微 □ 平12建告1460号相当　（内容： ）

■ 良 □ □ 不良（内容： ）

□ なし ■ あり （内容 ）

■ なし □ あり （内容 ）

■ なし □ 軽微 □ あり（内容： ）

　 柱脚部 つなぎ □ なし ■ あり（内容： ）

□ 筋かい ■ 土壁 □ 板壁 ■ ）

cm ～ cm 図示による

壁 cm ～ cm 図示による

□ なし ■ あり （内容： ちり切れ等 ）

■ なし □ あり   

床 1階 2階

■ なし □ あり （内容 ）

□ 桟瓦 □ 本瓦 ■ □ その他（ ）

葺き土 ■ なし □ あり 　雨漏り跡 □ なし ■ あり

屋 野地板の接合状況 ■ 良 □ 不良

根 垂木の接合状況 ■ 良 □ 不良

屋根勾配・軒の出 屋根勾配 3.5寸 軒の出 900～1500 mm

間口方向 奥行方向

昭和６３年用途変更に伴う改修

建築主／建物名称

所在地

構造

鎌倉市鎌倉山一丁目２１番１

確認申請書の有無

木造軸組構法 混合構造（RC+W・S+W 

増改築・改修の有無

耐震設計・耐震診断・改修設計のための現地調査チェックリスト

建築年 昭和9年以前築

用途

鎌倉市／鎌倉市扇湖山荘　本館【補強案】

住宅→研修所

檜（想定）

近隣の地盤状況

基礎

礎石その他の場合

構造階高

地盤調査

玉石礎石・その他　[内容：基礎の存在なし

近隣のデータあり

不同沈下

ひび割れ：

平坦度・平滑度・滑り幅：自然石によりばらつき有

梁部材の傷み、撓み

柱部材の傷み、傾斜

土台の損傷

構造壁の種類

柱の引抜き防止

土台がない場合（礎石）

基礎の状態
コンクリート基礎の場合

樹種

モルタルにて礎石を固定

柱寸法

接合部の状態

接合部の金物

梁の接合方法

梁寸法

柱の接合方法

土台と基礎の接合

楔・込み栓の緩み

外壁の仕上げ 土壁漆喰塗り仕上げ　他

構造壁の仕様（厚みなど概ね50～60㎜程度あり（一部欠損あり）

小壁の高さ

測定不能

－ 調査日 平成30.11～平成31.3調査者 株式会社悟工房　山中 連絡先

屋根仕様

屋根面の剛性

隣接家屋との離間 測定不能

軽量屋根葺材

火打ちの有無

床板の接合状況

現地と同様に良好な地盤であると思われる

布基礎 （　鉄筋コンクリート造　 ・ 　無筋コンクリート造 ） べた基礎

檜（想定） 松（想定）

一部雨漏り痕あり

一部腐食あり

一部腐食あり、傾斜あり

内壁の仕上げ 土壁漆喰塗り仕上げ　他

小壁・土壁の天井裏状況

部分的に不良

吹き抜けの有無

外周部及び踏み天井部分は小屋部分まで土壁がある。その他は耐力要素無し。全体的に良好

小壁・土壁の損傷

（良 ・ 不良）（良 ・ 不良）

経年に依るゆがみによる緩み

敷き土台又は足固め

その他（　通し貫27×105程度

腰壁の高さ
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建物名称

建築主

設計者（建築）

設計者（構造）

建築用途

建築場所

工事種別 ■ 診断 □ 改築（または改修） □ 増築 □ 新築

建築時期 （旧）

建築面積 m2 対象面積のみ

延床面積 m2 対象面積のみ

規模 地下 1 階、地上 2 階

高さ 軒高 m 、最高高さ m

構造階高 1階 m 、 2階 m

基礎形式 □ 布基礎 □ べた基礎 □ 独立基礎 ■ 礎石

地業形式 □ 杭地業 ■ 割栗地業

設計用地耐力 － kN/m2 不明

地盤調査 ■ 無 □ 有（方法 　　　　 ）

小屋組形式

構造材料 （柱） （梁） （壁）

接合部

柱脚部

柱部材の大きさ

梁部材の大きさ

床組形式

屋根

外壁

内壁

床

地震用重量 建物全体 1階： KN 2階： KN 延床 KN/㎡

階

2

多雪区域の指定 指定なし

最深積雪量 33 cm

単位積雪重量 20 N/m2/cm

木造軸組構法建物の限界耐力計算チェックリスト（１）

項目 チェック内容

１．概要

建物概要

一般事項

構造概要

薄鉄板平葺き

長ホゾ込栓打ち、一部短ホゾ

主要構造部

（新または改）

仕上げ材の仕様

395.81

建築規模

3.86

（床下地）板張り、畳敷き

２．荷重

積載荷重

積雪荷重

風圧力
  建築基準法施行令第87条及び平12建告第1454号

  P=Cf・q・A      q=0.6EVo2

2900

（地震用）

1800 800

1006.19

地盤・基礎

昭和9年以前築

10.176

（床用） （架構用）

115㎜角～450㎜角

120×120㎜～360×360㎜、180～360φ

1階：束立て、大引

583.54 2.18

松（想定）

野地板：材種不明

ヒノキ（想定）

2.08

板張り、畳敷き

住宅（研修所転用あり）

鎌倉市鎌倉山一丁目２１番１

鎌倉市／鎌倉市扇湖山荘　本館【補強案】

729.51

鎌倉市

土壁

株式会社　悟工房　（平成３１年　総合診断）

株式会社　悟工房　（平成３１年　耐震診断）

和小屋形式 （屋根下地）

5.948

土壁下地の上、漆喰塗り

土壁下地の上、漆喰塗り

礎石建ち、既存敷き土台
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（要素）

柱の傾斜復元力

貫・差鴨居

土壁

合板その他の壁

小壁

方杖その他

制震装置

仕口補強材

剛節フレーム

他（　　　　）

第1折点
1/120

1/30

　　Ｘ方向（kN） 130.84 142.89

　　Ｙ方向（kN） 170.71 186.01

　　Ｘ方向（kN） 167.60 212.65

　　Ｙ方向（kN） 216.03 250.61

（地盤種別） 第一種地盤

（根拠）

耐力
Ｑi

(KN)

2 □ ＯＫ

1 □ ＮＧ

2 □ ＯＫ

1 □ ＮＧ

要求性能
　Ｘ方向 1/120

応答変形角の制限値
(rad) 　Ｙ方向 1/120

無

無

140.18

185.81

209.72

第2折点
1/60

186.21

211.19 212.73 213.07

249.55 251.71 252.81

　Gs＝1.35～

Ｑ2/ｍ2ｇ

248.49

185.91 186.11

階

144.23 145.57

1/40 1/20 1/15

141.54

 ３．復元力特性

改修の場合は改修後を記入

（KN)

（地域係数）Z＝1.0

耐震要素

復元力特
性の集計

2階

1階

層間変形角

重量
ｍig

表層地盤による増幅率

安全限界耐力
判定条件式

  □ Ｑ2/ｍ2ｇ＞0.5　かつ Ｑ2/Ｑ1＞0.6

  □ Ｑ2/Ｑ1＞1.0

５．平屋条件

※簡易設計法ではない
ため記入不要

木造軸組構法建物の限界耐力計算チェックリスト（２）

（仕様）

伝統的仕口

（有/無）

無

有

項目

J-SHIS

（損傷限界）　

Ｑ2/Ｑ1

1/15

1/15（安全限界）

（安全限界）

（損傷限界）　

判定

６．耐震性能の目標値

施行令
第82条の5

４．地震力
加速度応答
スペクトル

　　方向

（方向）

判定
(平屋の場合は不要)

　　方向

無

チェック内容

無

無

小舞下地、裏返し塗り微量、壁厚50～60
㎜

真壁納まり（～1/15まで算入）

小舞下地、裏返し塗り微量、壁厚50～60
㎜

有

有

有
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方向

0.131

17.3%

□ 1/30 以下 （安全ゾーン）

■ 1/30 ～ 1/15

□ 1/15 以上 （危険ゾーン）

0.155

16.8%

□ 1/30 以下 （安全ゾーン）

■ 1/30 ～ 1/15

□ 1/15 以上 （危険ゾーン）

（有りの場合、考慮の方法）

（否の場合、剛性考慮の方法）

（否の場合、剛性考慮の方法）

（有りの場合、偏心考慮の方法）

９．所見

チェック内容

本實付厚板張り

木造軸組構法建物の限界耐力計算チェックリスト（３）

　Ｘ方向

７．応答計算
　　（安全限界）

項目

　耐力係数　ＣB

　等価粘性減衰定数 ｈ(%)

項目

８．設計条件

床組

　Ｙ方向

　耐力係数　ＣB

　等価粘性減衰定数 ｈ(%)

（極めて稀に発生する地震）

　応答変形角　(rad)

　応答変形角　(rad)

一部雨漏りによる腐食あり
暴露躯体において退色の進行あり
※すべて一般的な経年によるものと判断

偏心

耐震性能の判定
耐震補強方針等

有　  　無

剛体の　可　否

剛床の　可　否

有　  　無

経年変化

稀地震時（損傷限界時）に1/120以下かつ極稀地震時安全限界時に１/15以下と
なっている。
第一種地盤にて判定。

小屋組

添付資料5-4 耐震診断報告書



（検討種別） 新築 診断 ○ 改修 ○

2F

1F

2F

1F

（設計者）　（株）悟工房　山中 （レビュー担当）　未実施 （レビュー評価日）　未実施

Ｘ方向応答値

Ｙ方向応答値

損傷限界時 安全限界時

1/120　以下

1/60　以下

1/30　以下

1/135

Ｘ方向（安全限界応答計算シート）Gs=

1/30～1/15

1/15　以上

床組・横架材

その他

軸組の耐力

1589.73 kN

耐震設計（診断）に関する特記事項

1/231/30～1/15

基礎・地盤 既存礎石のままとする。J-SHISより、第一種地盤と判断する。

1/120　以下

1/60　以下

構造 木造軸組工法

構造階高 2F:2.08m

建物階数 ２階 用途

延床面積 729.51　㎡ 建物重量

住宅→研修所

木造建物の耐震設計総括表

建物名称 鎌倉市／鎌倉市扇湖山荘　本館【補強案】 所在地 昭和9年以前築鎌倉市鎌倉山一丁目２１番１

略伏図

1F: 3.86m

1/30　以下

主な耐震要素

安全限界時

土壁、小壁、貫、構造用合板

1/154

Ｙ方向（安全限界応答計算シート）Gs=

損傷限界時

土壁、小壁、貫、構造用合板

床レベルにて足固めとみなせる部材あり。敷き土台あり。

Ｘ方向ＣＢ＝0.131　Ｙ方向ＣＢ＝0.155（極稀地震時）

1/26

1/15　以上

主な耐震要素
土壁、小壁、貫、構造用合板

土壁、小壁、貫、構造用合板

Ｘ 

Ｙ 

図面集参照 

計算書参照 

計算書参照 
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鎌倉市扇湖山荘耐震診断報告書　伏見亭【既存】

鎌倉市扇湖山荘耐震診断業務委託　伏見亭

耐震診断報告書

平成３１年３月

構造検討：株式会社　悟工房

※目視調査にて判別可能なものにおける
　　　　　　　　　　　　検討書となっております。
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鎌倉市扇湖山荘耐震診断報告書　伏見亭【既存】

目次

§１　建築物の概要

１．建築物の名称

２．構造計算を行った者

３．建築場所

４．主要用途

５．規模

６．仕上げ概要

７．構造上の特徴

８．設計方針

§２　建物形状（図面）＜別添図参照＞

§３　荷重及び外力等

１．固定荷重

２－１．積載荷重（地震用）

２－２．積載荷重（柱・大梁・基礎用）

３－１．固定荷重計算表

３－２．固定荷重計算表（柱検討用：１階礎石レベル追加分）

４．地震用建物重量

５－１．柱・大梁・基礎用建物重量（１階上半分）

５－２．柱・大梁・基礎用建物重量（礎石レベル）

６．床面積集計

７．壁面積集計

§４　耐震性能の評価

１．耐震要素位置図　＜別添図参照＞

２．各要素の復元力特性

３．復元力特性の算定

４．柱の浮き上がりの検討

５．小壁付柱の断面検討

６．通し柱の断面検討

７．応答値の算出

参考資料

地震ハザードマップ（Ｊ－ＳＨＩＳ）

準備計算 復元力特性集計
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鎌倉市扇湖山荘耐震診断報告書　伏見亭【既存】

§１　建築物の概要

　　【１．建築物の名称】 鎌倉市扇湖山荘耐震診断業務委託　伏見亭

　　【２．構造計算を行った者】

　　　　【イ．資格】 一級建築士　大臣登録第357688号

　　　　【ロ．氏名】 山中　信悟

　　　　【ハ．建築士事務所】 株式会社　悟工房

　　　　【ニ．郵便番号】 247-0072

　　　　【ホ．所在地】 鎌倉市岡本2-16-34　ポーロウニアB-101

　　　　【ヘ．電話番号】 0467-43-3846

　　【３．建築場所】 鎌倉市鎌倉山１丁目２１番１

　　【４．主要用途】 茶室

　　【５．規模】

　　　　【イ．延べ床面積】 153.66㎡（構造計算時算定数値）

　　　　【ロ．建築面積】 153.66㎡（構造計算時算定数値）

　　　　【ハ．構造】 木造軸組工法

　　　　【ニ．階数】 地上１階建て

　　　　【ホ．高さ】 4310 ㎜ 押え瓦最高部

　　　　【ヘ．軒の高さ】 2590 ㎜ ６通りを採用

　　　　【ト．基礎の底部の深さ】 不明 （天然礎石、一部コンクリート布基礎）

外観 内観

構造計算書の概要
（限界耐力計算）
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鎌倉市扇湖山荘耐震診断報告書　伏見亭【既存】

　　【６．仕上げ概要】

屋根 桟瓦葺き（一部葺き土有り）、下屋等は鋼板葺き

外壁 土壁下地の上漆喰塗り

一般床 合板下地の上畳敷き

　　【７．構造上の特徴】

１．本建物は、延床面積５００㎡以下かつ軒高さ９ｍ以下かつ高さ１３ｍ以下の木造軸組工法による

　　平屋建ての住宅である。

２．平面形状は不整形であり、移築部分と増築部分の繋ぎも複雑である。

３．柱は９０～１０５角、梁は１０５×１０５～１２０×１８０及び丸太１２０～１４０φである。

４．仕口部は、ホゾ差し及び渡り顎とし概ね緊結されている。

　　計算上は長ホゾ込栓と同等以上の拘束があると判断し進める。

５．構造階高さは、１階２．５９０ｍ（礎石天端から桁梁天端）とする。

６．主な耐力要素は土壁、貫等である。

　　※土壁小壁、垂壁の耐力は一定の評価をするものとする。

７．屋根は桟瓦葺き（一部葺き土有り）、下屋等は鋼板葺きであり、垂木ころがしの上野地板張りで

　　ある。野地板厚さが１２㎜程度が目視できたため水平構面は一定の剛性があると判断した。

８．一部傾斜地へせり出している。この状態を解消することを前提に診断を実施する。

　　【８．設計方針】

１．設計ルートは、Ｘ（桁行）方向、Ｙ（張間）方向共、限界耐力計算とする。

２．計算ソフトは、木造限界耐力計算Ⅱv2JSCA-08＋手計算とする。

３．各耐震要素の復元力特性は、一定の軸力を受ける単位フレームの大変形領域を含んだ実験

　　結果から得られた復元力特性を、実況のフレーム寸法などに応じて換算補正したものを用いる。

　　各階の復元力特性は、各方向について各耐震要素の復元力特性を加算して作成する。

４．地震に対しては、施行令、告示に示される加速度応答スペクトルを用い、稀に発生する地震

　　には損傷限界変形角（１／１２０）以下、極めて稀に発生する地震に対しては安全限界変形角

　　（１／１５）以下であることを確認する。今回は安全限界変形角が確保できれば良いとする。

　　安全限界変形角は、各要素の限界変形角が１／１５以上であること、及び採用している復元力

　　特性は重量を上載した状態での実験結果から得られたものでありＰ－δの影響が考慮されて

　　いることから１／１５と設定できると判断する。尚、安全限界変形時に小壁付柱などの部材に発

　　生する応力が基準強度以下であることは、別途確認するものとする。

５．風圧力に対しては、耐震補強設計のみとし考慮しない。

６．各部材に対する検討は既存建築物であるため過大な変形を生じている部材の有無を確認し、

　　その存在が無い場合には省略する。また、各部材は劣化がないものとして構造計算をしている

　　為、工事に際して劣化、損傷、腐朽がある部位は全て改修が必要となる。

　　今回利活用時の工事対象以外の箇所については、今後のメンテナンスにおいて解消する必要

　　がある。
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７．安全限界変形時において転倒モードに対する柱脚の浮き上がりの有無について確認し、浮き上る

　　箇所があれば当該部分の耐震要素の耐力を浮上り時点の応力以下となるように低減する。

８．地盤の許容支持力は、築年数経過における圧密沈下は終了していると判断した。

　　但し、一部傾斜地に張り出しているため曳家等の対策を要する。

９．地盤判定はＪ－ＳＨＩＳの地盤増幅率（Vs=400m/s～地表）、30m平均S波速度より判定した。

※当該地は第二種地盤であるが周囲は全て第一種地盤増幅率であり、改修設計としてマニュアル

に示すように増幅率にて判断した場合は、第一種地盤として判定できる。

30m平均S波速度がVs=350m/s以上あるため診断、補強時においては第一種地盤として判定で

きる。

　　【９．準拠する基・規準および参考図書】

・建築基準法・同施行令その他関係法令

・大阪府　木造住宅の限界耐力計算による耐震診断・耐震改修に関する簡易設計マニュアル

　　監修：大阪府住宅まちづくり部建築指導室、（一社）日本建築構造技術者協会関西支部

・木造住宅・建築物の耐震性能評価・耐震補強マニュアル

　　監修：（一社）日本建築構造技術者協会関西支部　木造住宅レビュー委員会
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§２　建物形状（図面）

＜別添図参照＞

計算書末にまとめて添付
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§３　荷重及び外力等

　　【１．固定荷重】（主な部分のみ記載） 勾配係数

大屋根① 980 × 1.060 ＝ 1039 1040

80 × 1.060 ＝ 85 90

100 × 1.000 ＝ 100 100

計 1230

大屋根② 640 × 1.060 ＝ 678 680

80 × 1.060 ＝ 85 90

100 × 1.000 ＝ 100 100

計 870

大屋根銅板 320 × 1.060 ＝ 339 340

計 340

下屋根 320 × 1.060 ＝ 339 340

計 340

棟 300

計 300

土壁 830

計 830

外建具 框ガラス戸 200

計 200

内建具 100

計 100

　　【２－１．積載荷重】（地震用）

　　【２－２．積載荷重】（柱・大梁・基礎用）

単位面積当たりの積載荷重（Ｎ／㎡）

199.76

面積（㎡）

用途 単位面積当たりの積載荷重（Ｎ／㎡）

積載荷重（ｋＮ）

600 －

用途

住宅

面積（㎡） 積載荷重（ｋＮ）

住宅 1300 153.66

瓦葺き（葺き土あり）3.5寸勾配

小屋組

銅板葺

天井

銅板葺

小舞壁

瓦葺き（葺き土なし）3.5寸勾配

小屋組

天井

棟瓦3段（1m荷重）

障子・襖
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　　【３－１．固定荷重計算表】

荷重位置 構面荷重 面積

(階) (Ｎ/㎡) (㎡)

1 1230 39.40

1 870 93.26

1 340 78.39

1 340 57.87

1 300 49.67

1 830 152.35

1 200 29.07

1 100 19.58

　　【３－２．固定荷重計算表】（柱検討用：１階礎石レベル追加分） ※概算値

荷重位置 構面荷重 面積

(階) (Ｎ/㎡) (㎡)

1 830 150.00

1 200 30.00

1 100 20.00

14.90

126.45

124.50

5.81１階外建具（上）

１階内建具（上）

固定荷重の合計

(ｋＮ)

１階外壁（下）

1.96

壁面

１階内建具（下）

屋根面

１階建物荷重

(ｋＮ)
部位

6.00

2.00

457.55

１階建物荷重

固定荷重の合計

大屋根①

壁面

１階土壁（上）

部位

下屋根 19.68

棟瓦　　（N/m）

325.05

１階外建具（下）

大屋根銅板

81.14

48.46

26.65

大屋根②
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　　【４．地震用建物重量】

325.05 ÷ 153.66 ＝ 2.12 kN/㎡

　　【５－１．柱・大梁・基礎用建物重量】（１階上半分）

　　【５－２．柱・大梁・基礎用建物重量】（礎石レベル）

※１階床荷重は住宅荷重程度とした

　　【６．床面積集計】

　　【７．壁面積集計】 （㎡）

X方向

壁 外建 内建

上 １通り 3.00 4.72

１又通り 3.31

２通り 3.88

３通り 6.04

４通り 5.68 1.78

４又通り 3.93

５通り 9.49 1.75 0.54

６通り 5.36 1.09

７通り 5.96 1.08 1.97

８通り 6.10 3.38

９通り 6.59 0.86 3.38

１０通り 3.30 0.78

１０又通り 1.21 3.37

Ａ１通り 4.05 2.26

Ａ２通り 3.07 1.11

Ｂ１通り 1.49 1.07

Ｂ２通り 3.08 0.32

Ｂ３通り 1.28 0.47

計 76.82 17.77 12.16

１　階 153.66

合　計 153.66

地震用建物重量

階 固定荷重(ｋＮ) 積載荷重(ｋＮ) 合計Σmig(ｋＮ)

柱・大梁・基礎用
建物重量

0.00１　階 325.05 325.05

合　計 325.05 0.00 325.05

合　計 325.05 0.00 325.05

階 固定荷重(ｋＮ) 積載荷重(ｋＮ) 合計Σmig(ｋＮ)

積載荷重(ｋＮ) 合計Σmig(ｋＮ)固定荷重(ｋＮ)階

１　階 325.05 0.00 325.05

柱・大梁・基礎用
建物重量

１　階 457.55 199.76 657.31

合　計 457.55 199.76 657.31

階 床面積 備考
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Ｙ方向

壁 外建 内建

上 い通り 9.08 1.84

い又通り 0.96

ろ通り 3.64

は通り 5.44 0.11

は又通り 2.72

に通り 4.25 3.85

に又通り 5.34 1.01

ほ通り 2.88

へ通り 5.62

と通り 2.97

ち通り 3.95 1.43

ち又通り 1.39

り通り 3.05 0.56 1.21

ぬ通り 1.01 1.97

る通り 1.22

を通り 1.22

わ通り 3.85 1.31

か通り 2.55 2.46

Ａｲ通り 3.23

Ａﾛ通り 0.94

Ａﾊ通り 2.66

Ｂｲ通り 0.94 1.24

Ｂﾛ通り 1.79

Ｂﾛ又通り 0.89

Ｂﾊ通り 1.97 0.49

Ｂﾆ通り 1.97 1.24

75.53 11.30 7.42

壁 外建 内建

X方向 76.82 17.77 12.16

Ｙ方向 75.53 11.30 7.42

合計 152.35 29.07 19.58
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§４　耐震性能の評価

　　【１．耐震要素位置図】

＜別添図参照＞

計算書末にまとめて添付
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　　【２．各要素の復元力特性】

出展：一般社団法人日本建築構造技術者協会関西支部

「伝統的な軸組構法を主体とした木造住宅・建築物の耐震性能評価・耐震補強マニュアル（第２版）」
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　　【３．復元力特性の算定】 《既存》

１階 建物重量 325.05 ｋＮ

Ｑ（ｋＮ）

1/120 1/60 1/40 1/30 1/30+ 1/20 1/15

0.44 0.90 1.35 1.80 2.70

0.48 0.98 1.48 1.96 2.94

1.10 2.31 2.73 3.13 3.95

12.24 12.24 12.24 12.24 12.24

0.20 0.42 0.62 0.84 1.26

12.45 12.66 12.87 13.08 13.50

36.89 37.64 38.41 39.17 40.70

0.10 0.20 0.30 0.40 0.60

0.20 0.42 0.62 0.84 1.26

4.50 4.50 4.50 4.50 4.50

11.56 11.70 11.84 11.97 12.25

4.87 4.97 5.07 5.17 5.38

0.11 0.23 0.34 0.46 0.69

85.14 89.17 92.37 95.56 101.97

0.26 0.27 0.28 0.29 0.31

Ｑ（ｋＮ）

1/120 1/60 1/40 1/30 1/30+ 1/20 1/15

18.98 20.38 20.38 20.38 20.38

14.67 14.67 14.67 14.67 14.67

0.20 0.42 0.63 0.84 1.26

0.70 1.50 1.50 1.50 1.50

5.50 6.50 6.50 6.50 6.50

4.86 4.86 4.86 4.86 4.86

0.27 0.54 0.81 1.08 1.62

3.12 3.37 3.62 3.86 4.35

48.30 52.24 52.97 53.69 55.14

0.15 0.16 0.16 0.17 0.17

　　【４．柱の浮き上がりの検討】

出隅部分には連層耐力壁はないため検討省略

　　【５．小壁付柱の断面検討】

差鴨居・垂壁の取り付く架構はその周囲に耐力要素または面材等が取り付いている為

座屈はしないものとして検討した。

　　【６．通し柱の断面検討】　

該当なし

ＣB

1

Σ

ＣB

10

A1

い

８又

B2

9

Bイ

ほ又又

Σ

5

Bニ

か

り

り又

わ

Ｘ方向

通り

Ｙ方向

通り

2

4

4又

6

7

8
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　　【７．応答値の算出】 《既存》
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２．平面形状は不整形であり、移築部分と増築部分の繋ぎ部分も複雑である。

５．構造階高さは、１階２．５９０ｍ（礎石天端から桁梁天端）とする。

７．屋根は桟瓦葺き（一部葺き土有り）、下屋等は鋼板葺きであり、垂木ころがしの上野地板張りで

　　ある。野地板厚さが１２㎜程度が目視できたため水平構面は一定の剛性があると判断した。

８．一部傾斜地へせり出している。この状態を解消することを前提に診断を実施する。

　　今回利活用時の工事対象以外の箇所については、今後のメンテナンスにおいて解消する必要

　　がある。

添付資料5-4 耐震診断報告書



鎌倉市扇湖山荘耐震診断報告書　伏見亭【既存】

７．安全限界変形時において転倒モードに対する柱脚の浮き上がりの有無について確認し、浮き上る

30m平均S波速度がVs=350m/s以上あるため診断、補強時においては第一種地盤として判定で

きる。

添付資料5-4 耐震診断報告書



鎌倉市扇湖山荘耐震診断報告書　伏見亭【既存】
添付資料5-4 耐震診断報告書



鎌倉市扇湖山荘耐震診断報告書　伏見亭【既存】

参考資料
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土壁 《既存》
１階

Ｘ方向 長さ 厚さ 種類
柱心寸法 土壁：1 箇所数

記号 mm mm 荒壁ﾊﾟﾈﾙ：2 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数

＜4又5通り＞又又ちー又ち 1,365 1 1 6.75 6.75 6.75 6.75 0.750
＜4又5通り＞又ちー又り 1,115 1 1 5.49 5.49 5.49 5.49 0.610
＜6通り＞又又ちー又ち 1,365 1 1 6.75 6.75 6.75 6.75 0.750
＜6通り＞又ちー又り 1,115 1 1 5.49 5.49 5.49 5.49 0.610
＜7通り＞にーほ 730 1 1 3.60 3.60 3.60 3.60 0.400
＜7通り＞又ほー又と 1,450 1 1 7.16 7.16 7.16 7.16 0.790
＜7通り＞又とーち 1,550 1 1 7.65 7.65 7.65 7.65 0.850
＜7通り＞又ちーり 1,820 1 1 9.00 9.00 9.00 9.00 1.000
＜7通り＞又るーわ 1,780 1 1 8.73 8.73 8.73 8.73 0.970
＜9通り＞又ほー又へ 910 1 1 4.50 4.50 4.50 4.50 0.500
＜10通り＞をーわ 1,410 1 1 6.93 6.93 6.93 6.93 0.770
＜10通り＞わーか 910 1 1 4.50 4.50 4.50 4.50 0.500
＜A1通り＞AローAハ 970 1 1 4.77 4.77 4.77 4.77 0.530

81.32 81.32 81.32 81.32

Ｙ方向 長さ 厚さ 種類
柱心寸法 土壁：1 箇所数

記号 mm mm 荒壁ﾊﾟﾈﾙ：2 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数

＜又又ほ通り＞7－又7 1,500 1 1 7.38 7.38 7.38 7.38 0.820
＜又又ほ通り＞又7ー9 1,480 1 1 7.29 7.29 7.29 7.29 0.810
＜わ通り＞7ー又７ 910 1 1 4.50 4.50 4.50 4.50 0.530
＜か通り＞又8ー10 1,000 1 1 4.86 4.86 4.86 4.86 0.540
＜B二通り＞又B1ーB２ 600 1 1 2.88 2.88 2.88 2.88 0.320

26.91 26.91 26.91 26.91

せん断力（ｋＮ）

せん断力（ｋＮ）
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貫 《既存》
１階

Ｘ方向 階高 15×105:1 通し貫：1 貫の
24×120:2 略鎌継：2 段数 穴数

記号 mm 150×250:3外端大入：3 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数

＜１通り＞い-ろ 2,400 1 1 2 0.22 0.45 0.90 1.35 1.130

＜１通り＞は-に 2,400 1 1 2 0.22 0.45 0.90 1.35 1.130
＜２通り＞い-又ろ 3,320 1 1 3 0.24 0.49 0.98 1.47 0.820
＜２通り＞又ろ‐は 3,320 1 1 3 0.24 0.49 0.98 1.47 0.820
＜4通り＞ろ‐又ろ 3,320 1 1 2 0.16 0.32 0.65 0.98 0.820
＜4通り＞又ろ‐は 3,320 1 1 3 0.24 0.49 0.98 1.47 0.820
＜5通り＞いーろ 2,580 1 1 1 0.10 0.21 0.42 0.63 1.050
＜5通り＞ろ‐又又ろ 2,580 1 1 1 0.10 0.21 0.42 0.63 1.050
＜6通り＞又り‐る 2,590 1 1 2 0.21 0.42 0.84 1.26 1.050
＜７通り＞はーに 2,060 1 1 2 0.26 0.52 1.05 1.58 1.320
＜７通り＞ちー又ち 2,670 1 1 2 0.20 0.40 0.81 1.22 1.020
＜７通り＞りーぬ 2,780 1 1 3 0.29 0.58 1.17 1.76 0.980
<8通り＞ちーり 2,700 1 1 1 0.10 0.20 0.40 0.60 1.010
＜8又9通り＞るーを 2,595 1 1 1 0.10 0.21 0.42 0.63 1.050
＜8又9通り＞をーわ 2,595 1 1 1 0.10 0.21 0.42 0.63 1.050
＜10通り＞るーを 1,980 1 1 1 0.13 0.27 0.54 0.82 1.370
＜A１通り＞AイーAロ 2,655 1 1 1 0.10 0.20 0.40 0.61 1.020

＜B2通り＞又BローBハ 2,340 1 1 1 0.11 0.23 0.46 0.69 1.160
3.12 6.35 12.74 19.15

Ｙ方向 階高 15×105:1 通し貫：1 貫の
24×120:2 略鎌継：2 段数 穴数

記号 mm 150×250:3外端大入：3 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数

＜り通り＞2又‐4 2,595 1 1 1 0.10 0.21 0.42 0.63 1.050
＜り通り＞8－又9 2,595 1 1 1 0.10 0.21 0.42 0.63 1.050

＜Bイ通り＞又B1‐B2 2,020 1 1 2 0.27 0.54 1.08 1.62 1.350
＜Bニ通り＞5‐B2又 2,210 1 1 2 0.24 0.49 0.98 1.47 1.230

0.71 1.45 2.90 4.35

せん断力（ｋＮ）

せん断力（ｋＮ）
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小壁 《既存》
１階

Ｘ方向 階高 欄間寸法 柱間寸法 1/120 1/60以上

腰壁寸法 連続数 の時の の時の

記号 mm mm mm 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数 補正係数

＜4通り＞い-ろ 3,320 920 970 1 0.70 1.50 1.50 1.50

0.70 1.50 1.50 1.50

Ｙ方向 階高 欄間寸法 柱間寸法 1/120 1/60以上

腰壁寸法 連続数 の時の の時の

記号 mm mm mm 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数 補正係数

＜い通り＞又2－4 3,320 1,890 1,475 1 2.90 4.30 4.30 4.30

＜り通り＞又4-6 2,240 480 1,210 1 0.70 1.50 1.50 1.50
＜わ通り＞又７-又８ 2,595 575 1,820 1 1.00 2.00 2.00 2.00

4.60 7.80 7.80 7.80

せん断力（ｋＮ）

せん断力（ｋＮ）
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合板等 《既存》
１階

Ｘ方向 長さ 構造合板：1

柱心寸法 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ：2 箇所数

記号 mm ｼｰｼﾞﾝｸﾞ：3 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数

0.00 0.00 0.00 0.00

Ｙ方向 長さ 構造合板：1

柱心寸法 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ：2 箇所数

記号 mm ｼｰｼﾞﾝｸﾞ：3 1/120 1/60 1/30 1/15 補正係数

<い通り＞2-又3 2,455 1 16.08 16.08 16.08 16.08 1.340

16.08 16.08 16.08 16.08

せん断力（ｋＮ）

せん断力（ｋＮ）
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